
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下段の石材ブロックの上に支持軸を立て、該支持軸の周りに回動できるように上段石材
ブロックを支持し、上段および下段の各ブロックの上面

花を生けるための穴を穿設し

墓用花立て。
【請求項２】
　該支持軸が途中につばを有しており、そのつばより上部の部分を上段ブロックの中に挿
入固定し、つばより下の部分を、下段ブロックの中に挿入固定したスリーブの中に挿入し
、該スリーブ側の該つばと該支持軸側の該つばが互に当接するように構成した請求項１に
記載の墓用花立て。
【請求項３】
　上段ブロックの回動範囲を限定するために、一方のつばに突起を設け、他方のつばに該
突起が係合する円弧状の穴または溝を設けた請求項２に記載の墓用花立て。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は墓に設置される花立てに関する。
【背景技術】
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の、該支持軸から隔たった位置に
、 、上段ブロックを回動すると、上段ブロックが下段ブロッ
クの上に重なって下段のブロックの該穴が隠れ、あるいは、上段ブロックが下段ブロック
の上から退去して下段ブロックの該穴が現われる



【０００２】
　従来の墓用花立ては、特許文献１に示すように、石材を壷状に加工したもので、墓石の
前に左右に配置される。このような、従来の花立てでは、参拝する人が多いお盆時期に、
花立てが花でいっぱいになってしまい、花立てに飾れない花が出てくる。
【特許文献１】特許公開２００４－６８４２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明は、場所を取らずに花立ての容量を増大させることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　　この発明の花立ては、下段の石材ブロックの上に支持軸を立て、支持軸の周りに回動
できるように上段石材ブロックを支持し、上段および下段の各ブロックの上面の支持軸か
ら隔たった位置に、花を生けるための穴を穿設し、上段ブロックを回動すると、上段ブロ
ックが下段ブロックの上に重なって下段のブロックの穴が隠れ、あるいは、上段ブロック
が下段ブロックの上から退去して下段ブロックの穴が現われるようにしたものである（請
求項１）。
【０００５】
　お盆など献花が多いいときは、上段ブロックを回動し、下段ブロックの穴が現れるよう
にする。こうすれば、上段と下段のそれぞれの穴を使ってたくさんの花を生けることがで
きる。普段は、上段ブロックを下段ブロックの上に重ね合わせて、下段の穴が隠れるよう
にしておく。こうすれば、余分な場所を占有することはない。この場合、切り花は上段ブ
ロックの穴を使って生けるようにする。
【０００６】
　支持軸にはその途中につばを設け、そのつばより上部の部分を上段ブロックの中に挿入
固定し、つばより下の部分を、下段ブロックの中に挿入固定したスリーブの中に挿入し、
両方のつば同士が当接するように構成することができる（請求項２）。こうすれば、上段
ブロックを回動するとき、つば同士が摺動するので摩擦抵抗を小さくすることができ、小
さな力で動かすことができる。
【０００７】
　上段ブロックの回動範囲を限定するために、一方のつばに突起を設け、他方のつばにそ
の突起が係合する円弧状の穴または溝を設けることが好ましい（請求項３）。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は花立て１を墓に設置した状態を示す。左右の花立ては左右対称であり、図２は左
側の花立ての分解斜視図である。花立ては、それぞれが花崗岩等の石材から削り出した２
段の直方体ブロック２、３から成る。両ブロックの平面的な形状はほぼ同一である。両ブ
ロックには、上面前側に花を生けるための穴５を穿設する。
【０００９】
　上段のブロックの下面および下段ブロックの上面に、支持軸１０を収める軸穴６を穿設
する。支持軸はステンレス製で、その途中につば１１を備えており、そのつばより上の軸
部分を、接着剤を塗って上段ブロック２の軸穴６の中に挿入固定する。下段ブロック３の
穴６には接着剤を塗ったステンレス製スリーブ１２を挿入して固定する。このスリーブの
中に支持軸１０の下半分を挿入する。スリーブ１２の上端にはつば１３が固定されており
、このつばに支持軸本体のつば１１が当接し、上段ブロック２の重量は、互に当接するこ
れら２枚のつば１１、１３を介して下段のブロック３に伝えられる（図３参照）。２枚の
つば同士は滑らかに摺動するので、上段ブロックは小さな力で回動することができる。
【００１０】
　上段ブロック２の回動範囲を規制するために、いずれか一方のつば、ここではスリーブ
側のつば１３に円弧状の穴１４をあけておき、他方のつばである支持軸側のつば１１の下
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面にはこの円弧状穴に係合する突起１５を設ける。上段ブロック２を回動すると、突起１
５が円弧状穴１４の中を移動し、円弧状穴の端に突き当たるとそれ以上は回らない。実際
には、上段ブロック２は、下段ブロック３と重なり合う状態（図４上段）とその状態から
外側に 120度ほど振った状態（同図下段）の間を回動することができる。なお、円弧状の
穴は溝でもよい。
【００１１】
　花立て使用法であるが、図１の右側の花立てのように、普段は上段ブロック２を下段ブ
ロック３の上に重ね合わせた状態にしておき、上段ブロックの穴５だけに花を生ける。生
ける花がたくさんあるときは、図１左側の花立てのように、上段ブロックを外側に回動し
て下段の穴５を開き、上段と下段の両方の穴を使って花を生ける。
【００１２】
　この実施例では、図３に示すように、花を生ける穴５は貫通穴であり、各穴にステンレ
ス製の水受けカップ７をはめ込んで花を生ける。カップ７がなくても花を生けられるよう
に、穴５に底を設け、穴の中に水を溜められるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】墓の全体斜視図である。
【図２】花立ての分解斜視図である。
【図３】花立ての断面図である。
【図４】花立ての平面図である。
【符号の説明】
【００１４】
　１　　花立て
　２　　上段ブロック
　３　　下段ブロック
　５　　花生け穴
　６　　軸穴
　１０　支持軸
　１１　支持軸本体のつば
　１２　スリーブ
　１３　スリーブのつば
　１４　円弧状穴
　１５　突起
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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